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建設時においては光異常損失等の問題

はなく、数ヶ月～数年経過した後に断

線しているのが特徴である。建設時

のちょっとした取り扱い上の不注意

が、大きな故障の引き金になる危険

性があることから、光ファイバに傷

をつけないようにする必要がある。

また光ファイバはその破断面から要

因となったストレスを推測し、原因

を推定することが可能なことから、

再発防止に向けた対策のフィードバ

ックを行うことができる。

弱点②：曲げに弱い

光ファイバは細くて軽いためにち

ょっとしたことで簡単に曲がってし

まい、心線が断線しなくても曲げ損

失が発生する。例えばクロージャ内

で作業中にうっかり光心線を引掛け

てしまって光瞬断故障が発生した事

例がある。この場合、瞬間的に急峻

な曲げが加わり通信光が漏洩してシ

ステムダウンが生じるが、曲げを解

放するとシステムは回復し原因が不

明となることが多いため、光ファイ

バ心線を取り扱う時には曲げに対し

て細心の注意を払う必要がある。ま

たアクセス系光サービスには、これ

まで通信光に波長1.31μmが使用さ

いて一考したいと思う。

光ファイバは、①細くて軽い、②

伝送容量が大きい、③伝送距離が長

い、④無誘導である、等が長所であ

ることは誰もがご存知だと思う。し

かし、光ファイバの弱点として、①

傷に弱い、②曲げに弱い、③汚れに

弱い、という特徴があることは案外

知られていない。この光ファイバの

弱点を知ってトラブルを制すること

が、設備事故の未然防止・迅速対応

への大切なポイントと考える。ここ

では、光ファイバの弱点が起因して

対応したトラブル事例（技術協力セ

ンタで扱ったもの）を紹介する。

弱点①：傷に弱い

光ファイバは石英系ガラス製のた

め、わずかな傷でも簡単に破断してし

まう。建設時に傷がついて直ぐに破断

すれば開通ができないため気がつく

が、徐々に傷が成長して破断に至る場

合がある。これまで技術協力で扱った

光ファイバの断線故障箇所の内訳で

は、クロージャ内での故障が全体の約

7割と飛びぬけて大きな割合を占めて

いる。これらの事例の多くのケースは

ブロードバンド通信サービスの急

速な普及により、いよいよ本格的な

FTTHの時代が到来し、NTTを取

り巻く環境は今や“光”が重要なキ

ーワードとなっている。一方、通信

サービスの提供は厳しい価格競争下

にさらされており、FTTHを支える

経費もコストリダクションが不可欠

である。その中で良好なサービス品

質を維持するため、コストをかけず

に如何に故障を起こさない光設備を

作るかが重要である。故障の発生を

如何に未然に防ぐか、故障が発生し

ても如何に早く直すかなど、取り組

むべき課題が散在しており、メンテ

ナンス業務がますます重要性を増し

ていると考える。

私が所属する技術協力センタで

は、このような環境下でお客様サー

ビスの向上に寄与するため、全国の

現場第一線で発生するトラブルに対

して迅速に解決するための技術サポ

ート業務を主要な使命としている。

本稿ではメタルから光に移行しよう

としている今、光設備のトラブルシ

ューティングをいかに迅速にかつ確

実に対応するか、光ファイバの本

質・トラブルの本質をどう捉え、ど

うアクションをとっていくか、につ
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れてきたが、波長多重技術を利用し

て1.55μmも同時に使用されるよう

になってきている。曲げ損失の波長

依存性から1.31μmでは故障にはなら

なかった曲げ径であっても1.55μm

では曲げ損失が大きくなって、状況

によっては故障に至る可能性がある

ことを知っておく必要がある。

弱点③：汚れに弱い

光コネクタ端面にわずかな汚れ

（ゴミ等）でも付着したまま使用する

と、通信光がその汚れ部分で吸収さ

れ、大きな損失が発生する。そのた

めにシステム開通ができなかった事

例がある。もっとやっかいなことと

して、この汚れが変質して時間とと

もに光損失が少しずつ増加し、突然

システムダウンを起こす事例がある。

そんなことのないように光コネクタ

の着脱作業時には必ずコネクタ端面

の清掃はもちろん、凹側（装置側等）

も同様に清掃する必要がある。

光ファイバはメタルと違ってこん

なところに弱点があるのだというこ

とを認識し、光作業することが重要

なポイントである。すなわちメンテ

ナンスの立場から見るとトラブルの

引き金が何かを見極める上でも、こ

れらのポイントを知り、かつ気転を

うまく利かして、より迅速なトラブ

ル対応をしていきたいものである。

確実にトラブルの原因分析するこ

とはトラブルの再発防止のため重要

であるが、お客様都合等により原因

究明が不完全燃焼となる場合があ

る。しかし、現場を知ることが最重

要ポイントと考え、できるだけ現地

へ出向き波及性の高い隠された問題

点を見逃さないようにしている。当

センタでは、年間数千件の電話相談

があり、そのうち数百件は現地に出

向いて調査を行っている。現地対応

のみならず実験室内での再現実験等

を通じて、トラブルの本質をとこと

ん究明し、再発防止への対策を導き

出すよう心がけている。

これまで扱った光トラブル事例は

多岐にわたりその波及性も種々であ

るが、珍しい例として光ファイバケ

ーブルが生物被害を受けた事例があ

る。リス、ネズミなどの動物にかじ

られ光ケーブル外被に損傷を受けた

事例は従来からあるが、最近の事例

として、お客様宅に引き込むための

光ドロップケーブルにクマゼミが産

卵して光ファイバを断線させた事例、

都会のカラスが光ドロップケーブルを

突っついて光ファイバを断線させた

事例がある。これらの事例は光ケー

ブルの開発・設計の段階では全く想

定もしない事例であるが、徹底した

原因分析、現場での度重なる調査・

再現実験等により対応策を導き出す

ことができた例でもある。特に生物

被害の場合は生態調査を行い、共存

をはかるべく対策を検討する必要が

あるため、やっかいな事例である。

トラブルの本質を知って再発防止

策・ツールの開発等も行っている

が、自分達ではどうしても解決でき

ない課題に関しては、研究所・メー

カ等ともタイアップして難題を解決

しており、今後も引続き再発防止に

貢献していきたいと考える。

トラブルシューティングをはじめと

した技術協力の活動を通じ、全国から

多くの情報が集まり、ノウハウも蓄積

されている。そのため、できるだけこ

れらの情報をアーカイブ化し、必要な

時に効率よく情報検索できる仕組みづ

くりが重要になってくる。これは技

術協力業務を効率よく推進するだけ

でなく、技術レベルを維持し続ける

ためにも、また技術普及の観点から

も大きな武器になる。これまで光フ

ァイバ施工・故障切り分け等のポイ

ント集、現場第一線の方々に理解し

やすい研修用ビデオ等も作成し、現

場技術者のスキルアップに貢献して

おり、またインターネットを活用し、

誰もが困った時に気軽にのぞけるサ

イトを立ち上げ、より迅速な故障対

応ができるようにしている。

光設備の故障対応は光ファイバの

特徴からくるトラブルの本質を知っ

て、スピーディーでかつ確実な対応

を目指して、将来はできるだけ設備

事故のない高品質のサービスを提供

していきたいものである。NTTの

回線が“安全・安心・高品質”とい

うことでお客様に満足いただけるよ

う、特に技術協力の活動がその一役

を担っていければと考えている。
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